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在語から作成した非同音非語 (線寸→センスン)に比べ, 同音擬似語 (聴角→チョウカク)では，実在する
単語であると判断する誤りが増加し，判定に要する反応時間が延長し，反対に音読課題では,非同音非語
に比べ，同音擬似語において誤りが減少し，反応時間が短くなる現象である。刺激として, 漢字二字の






















 第 5 章は研究 3 について書かれており，文字列レキシコンの機能部位と考えられる視覚性語形領域
（VWFA）および側頭葉後下部（PITC）の損傷と言語症状との関連を探ることを目的とした。方法で
は，CTまたはMRIを用いて関心領域として左半球の VWFA, PITC, ブローカ野, ウェルニッケ野, 被
殻, 視床, 角回, 縁上回, 側頭極, 中心前回, 放線冠を設定し，語彙性判断課題の成績との関連をみた。




















平成 30 年 12 月 26 日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと，論文について説明
を求め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った。その結果，審査委員全員が合格と判定
した。 
よって，著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
